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で有意差はなく，ｄｅｌｔｏｉｄ（ａｎｔｅｒｉｏｒ） では， 肘システムが有意に低かった ⑦＜０．０５）．





序 論 しか しな が ら， ハ ーネス の存在 はユー ザー に体
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１オ，斯 沸１司 表面電馴一瞬ー 醐測定 一 義編纂誘引
安静（座１め
２分間






鱈 』 体験用肯勘義納ノ取り外－，１ 弓
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い， 速度は任意とした． 途中， 立方体が枠外に出
たり， 台から落ちたりした場合は検査者が元に戻
した． 肩システムによる測定後には， 同様の手順







































































安静時の Ｖｏ２は， 上肢３１６．８±４３．７ｍｌ， 肩シス





















システム２１．０±１４．３％ で あ っ た． Ｂｉｃｅｐｓｂｒａｃｈｉｉ
とｓｅｒｒａｔｕｓａｎｔｅｒｉｏｒは， 肩システムが上肢と肘
システムより大きくなる傾向にあったが有意差は
なかっ た． Ｔｒｉｃｅｐｓｂｒａｃｈｉ は， 上肢が肩・肘シス
（％）
Ｂｉｃｅ鴎ｂｒａｃｈｉ Ｔｒｉｃｅ熊ｂｒａｃｈｉ ＤＢ１ｔｏｉｄ（ａｎｔｅｒｉｏ Ｓｅｒａｔｕｓａｎｔｅｒｉｏｒ
図 ９ 各筋の％ＭＶＣ
＊Ｐ＜０．０５， ｎ．ｓ．：ｎｏｔｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ．
テムより有意に ・さかった ⑦＜０．０５） が， 肩シス





















































































１ ，．ー （ａ）下段デー づル上の立方体墓つまむ（ｂ）上段テー プルヘの手の到達
｛ （ｃ）上段テー ブルへ立方体を置き，下職テー プルヘ手を瀞励磁せる
　　　　　　
　　　　　　　　　　
ａ ｂ Ｇ ｄ ｅ ‐ ｆ 嘉 ｈ ｉ
滋）下段テー ブル上で手義奥を閣毒簿飾るくり手先具窺上段テー 労－レ到達
















































４‐３ 各筋の％ＭＶＣとＥＭＧ波形 （動作分析） に
つ〉い÷て
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